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2021 年度事業名称・概要 

①避難所運営訓練 

（防災部会） 

 

・避難所運営の具体例の研究（先進事例の取り込み、経験者による講演等） 

・具体的な行動を可能とする手順書の整備 

・必要な備品の手配 

・避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を使用しての図上訓練 

・自治会・社協・ＰＴＡ等との共催による避難所運営訓練の実施 

・市設立の避難所運営委員会への協力、危機管理室・他まち協との情報交換等 

 

②各家庭における備蓄

率の向上（防災部会） 

 

・防災広報紙を発行し、前回のアンケート結果を周知する 

・避難所運営訓練や、ふれあい祭りの出店時に、防災備蓄品の展示、防災意識ア

ンケートを実施 

 

③広報紙の発行 

（広報部会） 

 

・年 4 回の広報紙の発行により、地域の様子や課題を共有し、地域内の連 

携と相互理解、ふるさと意識を高める 

④ホームページの新た

な設計とその維持・管

理（広報部会） 

・ホームページへの掲載アップがし易い設計への変更。 

・スマホ普及に伴い、スマホ利用を基本とした設計の工夫。 

・ホームページの適切な更新。 

・ホームページの設計と担当者養成のための研修会開催。 

 

⑤七井戸公園入口の花

植えとその維持・管

理活動（環境部会） 

 

・春・秋の定期植え替え作業の他に、花の状況に合わせた植え替えを随時実施 

し、常に美しい花鉢の状態を維持する。 

・水やりや花ガラ摘み、剪定、肥料散布等を計画的に実施。 

・週に２～４回の作業を継続して実施、年間を通して、常時“きれいな状態”を維 

持・管理する。 

 

 ⑥環境保全を目指した    

地域緑化整備支援活

動（環境部会） 

 

・繁茂竹林の整備支援活動を実施 

        ・伐採した竹を利用して、庭や家庭菜園の柵・支柱作り。竹炭に加工して、空気

浄化・水質浄化・土づくり・防災時の燃料等、有効活用による繁茂竹林の資源

化を図る 

        ・遊休農地活用としての家庭菜園の推進。 

・竹林整備や地域緑地（エリアパーク等）の整備活動の広報を通し、緑地や里山

保全の重要性の認識を広め、活動への住民参加を促す 
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2021 年度事業名称・概要 

⑦児童・高齢者の居場

所つくり 

（生活・文化部会） 

・児童の居場所づくりと高齢者の地域活動の参加を推進するために経験者によ 

る講演を伴う研修会を実施するとともに、実際の居場所を提供 

・コロナ対策として、高齢者の居場所については、リモートによる会合も考慮す 

る 

⑧空き家への対応 

（生活・文化部会） 

 

・空き家に関する理解を深めるセミナー開催 

・空き家の実態把握と活用の検討 

⑨イスラム圏からの居

住者とのコミュニテ

ィ醸成 

（生活・文化部会） 

・セミナー及びワークショップを通じてイスラム圏の文化、宗教、生活習慣な

どの理解を深め、コミュニティメンバーとして迎え入れる基礎を作る。また、

日本文化、生活習慣 への理解を深めて貰い、もってコミュニティの醸成を図

る 

 


